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１. 研究背景・目的　

 新型コロナウイルス感染症 (以下 COVID-19) は令和 2 年

度、世界的に流行した。COVID-19 の流行はおさまりつつ

あるが、感染拡大が再度起こることも考慮する必要がある。

その中で、今後も学校においては感染症対策をしながら児

童生徒へ安全な環境の提供が重要である。  

　本稿では、新潟県の小中学校を対象として、コロナ感染

症における学校の対応と課題を詳しく調査・分析すること

により、感染症における学校空間の課題の特徴を明らかに

することを目的とする。

２. 調査概要

　アンケート調査は、新潟県の小中学校の校長または教頭

に対して、2021 年度と 2022 年度に COVID-19 における対

応と課題について、選択式と記述式を合わせた方法で実施

した (Table1)。本稿では得られたアンケート結果につい

て、課題の関係を捉えるためにクラスター分析を行った。

３. 授業運営と空間の対応に関するクラスター分析

　アンケートに回答した 114 校の小中学校の「授業運営が

難しかった教科」と「感染対策が難しかった諸室」の 25

の選択肢を変数として、ウォード法でユークリッド距離を

用いて解析した (Fig.1)。クラスター分析による樹形図を

結合距離 7で区別すると３つのグループに分けられた。

　クラスターの特徴がみられた英語、理科、音楽、家庭科、

体育、普通教室、理科室、音楽室、家庭科室、体育館に着

目した結果をグラフに示す（Fig.2）。授業運営について、

クラスター 1、2 は、すべての教科について、授業運営が

難しい傾向が見られ、音楽、家庭科、体育については特に

難しかった。クラスター 3は、英語と理科で授業運営がで

き、家庭科、体育、特に音楽については難しかった。

　空間対応について、クラスター 1は、音楽以外の普通教

室、理科室、家庭科室、体育館の利用については問題が比

較的無かった。クラスター２は、普通教室、理科室、家庭

科室、音楽室、体育館の利用については問題があった。ク

ラスター３は、いずれも問題が無かった。

　以上により、それぞれのクラスターの特徴を挙げると、

クラスター 2は、各授業で運営に問題があり、諸室の感染

症への対応も難しかったグループである。クラスター1は、

各授業で運営に問題があったにもかかわらず、音楽以外の

授業については、教室の感染症への対応が可能であったグ

ループである。クラスター 3は、家庭科、体育、音楽につ

いて授業運営が難しかったが、教室の感染症への対応がす

べての諸室について可能であったグループである。

４. 換気についてのクラスター分析

　春・秋、夏と冬の換気評価についてもクラスター分析法

を用い、6の選択肢を変数として、ウォード法でユークリッ
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Table1 アンケート調査概要

Fig.2  授業対応と空間対応における評価の関係
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Fig.1  クラスター分析結果 (授業運営・空間対応 )
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Fig.3  クラスター分析結果 (換気 )
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ド距離を用いて解析した (Fig.3)。クラスター分析による

樹形図を結合距離 5で区別すると、３つのグループに分け

られた。

　クラスターを分けて季節ごとの換気評価をグラフに示す

(Fig.4)。クラスター 1 は、９割以上の学校が 1 年を通し

て換気が計画通りにできている。クラスター 2は、夏は５

割、冬はすべての学校で換気が計画通りいかなかった。ク

ラスター 3は、春・秋は９割以上、夏は６割、冬は７割の

学校の換気が難しく、1 年を通して換気が計画通りいかな

かった。

５.札幌中学校の事前環境調査

　札幌にある中学校の教室の環境調査を冬季（2023.2.22

～ 2.24）に実施した。対象校は 2017 年竣工で各教室には

全熱交換器付換気装置（換気量：560 ㎥ /h，換気回数：約

3 回 /h）が設けられている。COVID-19 感染症予防のため

の換気は機械換気のみで窓開け換気は実施していない。各

教室の CO2 濃度は授業時間の一部で 800ppm を超える時が

あるが、概ね 800ppm 以下の時間が長い。登校後・授業間

の休み時間・給食時・下校前の時間帯が授業時より高い傾

向にある。これは多くの生徒が発話しているからであるが、

特に登校後、休み時間、昼休みの CO2 濃度が 1,000ppm 以

上になる (Fig.5)。教室の室温はストーブ運転により 25℃

前後を維持するが，生徒がいない空室や多目的室は 22℃

前後、廊下は 20℃前後である。一方、相対湿度は全てが

20％程度で極度に乾燥している。今回、対象とした中学校

の校舎は築年数 5年程度で躯体の断熱・気密性が高く、機

械換気による換気が効率的に行なわれていると言える。

６.まとめ

　本稿では、アンケートのクラスター分析によって、英語、

理科の授業運営が難しかったグループ（クラスター 1，2）

とそうではないグループ（クラスター 3）、音楽室以外の

諸室においても感染症への対応が難しかったグループ（ク

ラスター 2）とそうではないグループ（クラスター 1、3）

の特徴が捉えられた。換気においては、春・秋で換気が計

画通りできたグループ（クラスター 1，2）、できなかった

グループ（クラスター 3）、夏・冬で換気が計画通りでき

たグループ（クラスター 1）、できなかったグループ（ク

ラスター2，3）の特徴が捉えられた。さらに環境調査によっ

て、授業の運営状況、また周囲の教室の状況によって、室

内の CO2 濃度（感染リスク）が異なることが捉えられた。
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Fig.5 札幌中学教室の環境測定データ (2/24)
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Fig.4 季節毎の換気対応の評価
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